
総務企画委員会会議記録

総務企画委員長 森 誠一

１ 日 時

令和４年３月２日（水） 午前１０時４０分から

午後 ０時 ６分まで

２ 場 所

第４委員会室

３ 出席した委員の氏名

森誠一、清田哲也、志村学、井上伸史、浦野英樹、玉田輝義、堤栄三

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

な し

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

総務部長 和田雅晴、企画振興部長 大塚浩、

会計管理者兼会計管理局長 森山成夫、議会事務局長 二日市聖子、

人事委員会事務局長 法華津敏郎、監査委員事務局長 牧敏弘 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）第４２号議案のうち本委員会関係部分、第４３号議案及び第５３号議案については、可

決すべきものといずれも全会一致をもって決定した。

（２）大分空港・宇宙港将来ビジョン検討部会の進捗報告及びコンセッション導入可能性調査

の結果について、執行部から報告を受けた。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課委員会班 課長補佐（総括） 冨高徳己

政策調査課政策法務班 主査 甲斐諒子



総務企画委員会次第

日時：令和４年３月２日（水）本会議終了後

場所：第４委員会室

１ 開 会

２ 会計管理局、議会事務局、人事委員会事務局及び監査委員事務局関係

（１）付託案件の審査

第 ４２号議案 令和３年度大分県一般会計補正予算（第１３号）

（本委員会関係部分）

第 ５３号議案 令和３年度大分県用品調達特別会計補正予算（第１号）

（２）その他

３ 総務部関係

（１）付託案件の審査

第 ４２号議案 令和３年度大分県一般会計補正予算（第１３号）

（本委員会関係部分）

第 ４３号議案 令和３年度大分県公債管理特別会計補正予算（第２号）

（２）その他

４ 企画振興部関係

（１）付託案件の審査

第 ４２号議案 令和３年度大分県一般会計補正予算（第１３号）

（本委員会関係部分）

（２）諸般の報告

①大分空港・宇宙港将来ビジョン検討部会の進捗報告及びコンセッション導入可能性

調査の結果について

（３）その他

５ 協議事項

（１）その他

６ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

森委員長 ただいまから、総務企画委員会を開

きます。

本日審査いただく案件は、今回付託を受けた

議案３件です。

この際、案件全部を一括議題とし、これより

各局関係の審査に入ります。

まず、第４２号議案令和３年度大分県一般会

計補正予算（第１３号）のうち、各局関係部分

について、会計管理局から順次説明願います。

森山会計管理局長 令和３年度大分県一般会計

補正予算のうち、会計管理局関係について御説

明します。

お手元の総務企画委員会説明資料、会計管理

局分の１ページをお開きください。

歳出予算の総括表ですが、表の左から３列目、

補正予算案（Ｂ）を御覧ください。

上から４行目の事業費計①が２，２３２万３

千円の減、その下の行、人件費②が１，８５１

万６千円の増で、合計で３８０万７千円の減額

です。

事業費のうち主なものについて説明します。

お手元の令和３年度補正予算に関する説明書

の１１６ページをお開きください。

第６目会計管理費です。事業名欄の一番下、

用度管財課会計管理費３９５万５千円の減額で

す。

これは、本庁各課が使用するタクシー借上料

などが見込みを下回ったものです。

次の１１７ページを御覧ください。

第７目財産管理費ですが、事業名欄中ほどの

用度管財課県庁舎管理費１，５７９万４千円の

減額です。

これは、県庁舎本館及び新館の光熱水費など

が見込みを下回ったものです。

二日市議会事務局長 議会事務局関係について

御説明します。

同じく予算説明書の１１１ページをお開き願

います。

議会費の補正額は、右肩にあるように３，２

１６万６千円の減額です。

費目別では、表の一番左の目欄、第１目議会

費は、３列目の補正予算額欄にあるように２，

９１０万６千円の減額です。

主なものについて説明します。

中ほどの事業名欄の一番上、議員報酬手当等

の３８５万９千円の減額は、議員辞職に伴い、

１月半の間、１名欠員となったことによるもの

です。

その下、議会運営費２，３７１万４千円の減

額は、新型コロナの影響により、海外調査研究

などに要する旅費の未執行等によるものです。

なお、節欄の備品購入費１，０５６万円の増

額ですが、県議会のデジタルトランスフォーメ

ーションに向けて、全議員に利用いただくタブ

レット端末を購入しました。

続いて、第２目事務局費です。補正予算額欄

にあるように、３０６万円の減額です。

事業名欄、給与費の減額７４８万４千円は、

職員の入れ替わりにより給与実績が見込みを下

回ったことによるものです。

その下、事務局運営費の４４２万４千円の増

額は、委員会室のマイク設備の整備費などによ

るものです。

法華津人事委員会事務局長 人事委員会関係に

ついて御説明します。

令和３年度補正予算に関する説明書の１４３

ページを御覧ください。

今回、人事委員会費の補正予算額は、欄外の

右上に記載しているとおり１０３万８千円の減

額となっています。

この内訳は、まず、委員会費ですが、委員会

運営費の３６万９千円の減額は、コロナによる

県外での会議の中止に伴う旅費の減です。

次に、事務局費ですが、給与費の１０３万９

千円の減額は、事務局職員１５名の人数は昨年

度と変更ありませんが、職員構成の変更に伴う
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ものです。

続いて、事務局運営費の５０万３千円の減額、

任用関係事業費の１２４万２千円の増額及び給

与関係事業費の３６万９千円の減額となってい

ます。

なお、任用関係事業費の増額の主なものは、

試験区分の追加に伴う試験問題作成委託料の増

加です。

牧監査委員事務局長 監査委員事務局関係につ

いて御説明します。

令和３年度補正予算に関する説明書の１４４

ページをお開きください。

監査委員事務局関係の補正予算は、右肩にあ

るように１，２３０万７千円の減額となってい

ます。

まず、第１目委員費は２７０万円の減額です。

その主な内訳は、常勤監査委員の年度途中の

交替に伴い、期末手当の支給割合が下がったこ

とによる給与費の減額１９０万２千円です。

その下の第２目事務局費は９６０万７千円の

減額です。

その主な内訳は、職員の時間外勤務手当等の

職員手当の実績が見込みを下回ったことによる

給与費の減額６８９万円と、コロナ禍における

県外会議の廃止等による旅費等の削減に係る事

務局経費の減額２７１万７千円です。

森委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑はありません

か。

堤委員 さっきの会計管理局の資料の人件費で

１，８００万円増えているでしょう。これはど

ういう状況なのかが一つと、あと議会事務局で

タブレットを３月末に全議員分買うんだけれど

も、単価的にどれぐらいになるの。つまり、一

般で買うよりか入札だろうから安く買っている

と思うんだけれども、その辺の経費節減はどれ

ぐらいあるか教えてください。

中村会計課長 さきほどの人件費の増額につい

て御説明します。

実は今年度４月から審査指導室に財務会計シ

ステムの班が一つでき、そこで３名増員になり

ました。また、３名病気により職員が休職して

いたり、育児休暇とか取っている職員とかの対

応、それと非常勤が一般職員になり３名増員、

それで６名増員になっています。

ただ、６名分にしてはちょっと少ないんです

けれども、それは今年４月から、今まで正規職

員だった者が４名再任用職員になり、それで減

額ですとか、職員構成による給料減額があり、

差引きこういう金額になっています。

大城総務課長 タブレットの購入の関係につい

てお答えします。

予定価格が１，０６０万円ほどでしたけれど

も、実際の落札額は６９０万円ほどなので、大

方７割にいかない程度ということで、競争入札

に付した効果で競争性が働いて、経費がだいぶ

節減できたかなと考えています。

堤委員 これは１，０５６万円との差はどうな

るのかな。６９０万円──ああ、そうか、これ

は予算だからな。実際には６９０万円ですよと。

分かりました。

森委員長 まず、会計管理局の光熱水費の減の

１，５７９万４千円について、内容を教えてく

ださい。

あと、議会事務局の関係で、いろいろ議会の

議論の活性化に向けてタブレット導入、またマ

イク機器の導入で随分環境が変わったと思いま

すが、熊本県議会においては昨年、委員会のオ

ンラインでの視聴とか録画とか、他県において

は結構進んでいる状況です。

もう一つ私がいつも課題で申し上げているの

が、本会議場での傍聴者の傍聴環境も余りよろ

しくないと当初から感じています。そのあたり

に向けて、今後の取組を議会事務局に伺います。

以上２点お願いします。

渡邉用度管財課長 県庁舎管理費の１，５７９

万４千円の金額の内容です。

これは本館、新館の電気料金ですが、使用の

見込みに対して実績が少なかったことが一つと、

もう一つが、中央庁舎の清掃委託料の契約につ

いては用度管財課で集中して入札契約をしてい

ます。これについて設計額を算出するために、

前回、入札による落札額に加え１千万円ほどの

余裕を見ています。入札により金額が分かりま
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したら、補正予算で金額を減額するといった対

応を取っています。

鈴木議事課長 私からはオンライン委員会につ

いて回答します。

現在、政策検討協議会において、デジタル化

の一環としてオンライン委員会に向けての検討

を行いました。オンライン委員会ができるよう

に、委員会条例を改正する方向で決まり、今定

例会にオンライン委員会開催が可能になるため

の委員会条例の改正案を提案する予定です。

大城総務課長 傍聴席の環境整備についてお答

えします。

傍聴席に、今は設置されていないモニターを

設置して、傍聴の方が手話等もそのモニターで

はっきり見えるように設置を考えていて、次回

の常任委員会、令和４年度予算の審査の中で御

審議いただければと考えています。

森委員長 光熱水費の関係ですけれども、今い

ろいろなエネルギー価格の上昇の中で減額とい

うことで、その工夫があれば少し教えてくださ

い。

今、議会事務局に質問した内容でオンライン

委員会の件は、いろんな議会の中で条例改正に

ついて話されています。それは、要するに委員

自身が参加できないときに、音声若しくは映像

で委員会に参加するための条例改正と承知して

いるんですが、今、私が申し上げたのは、委員

会自体の録画についてで、これが今、各県で進

んでいるけれども、どうでしょうかという話で

す。

あと、本会議場に関してです。本会議場にお

いて、例えば、お子さんがいらっしゃる方の育

児室の設置が各県議会でもあるし、そういった

いろんな配慮も今後考えていただけるとありが

たいなと思います。

今回、コロナ関係で減額になった部分、有益

な活用の仕方をしていただいている中で、そう

いった検討をぜひ今後していただきたいので、

その件の御回答をお願いします。

渡邉用度管財課長 エネルギーの高騰による工

夫ですけれども、燃料の単価が今年度になり上

昇してきています。燃料の単価については、大

分県石油共同販売組合と随意契約をしていて、

市場価格の変動に伴い、毎月の上がりなどを見

て、単価を毎月変更契約としています。単価の

見直しについては、資源エネルギー庁の調査資

料、簿価資料の市場価格を反映させ、適正な価

格で対応しています。

二日市議会事務局長 議会運営について、いろ

いろ御指導いただきありがとうございます。

政策検討協議会において、様々な御意見をい

ただき、委員会条例の改正なども進めていただ

いています。この後、新年度予算もありますし、

また政策検討協議会の委員以外の議員の皆様に

も御意見を頂戴して、様々なオンライン関係、

デジタルトランスフォーメーションへ向け、こ

うすればいいのではないかという意見を聞いた

らどうかとの御意見もいただいているので、皆

様方の御意見を頂戴して、できるだけ議会の活

性化に向けて施設整備なども考えていきたいと

思っています。どうぞ引き続きよろしくお願い

します。

森委員長 ぜひお願いします。議会のオンライ

ン活用等に関しては、政策議論を深めるための

ものであって、よく言われるペーパーレスとか

の目的ではないと私自身考えています。議論を

深めるためのそういった環境整備を、ぜひ進め

ていただければと思っています。

そのほか、ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

森委員長 それでは、ほかに御質疑もないので、

これで質疑を終わります。

なお、この第４２号議案の採決は、本日最後

の部局審査の際に、一括して行います。

次に、第５３号議案令和３年度大分県用品調

達特別会計補正予算（第１号）について、執行

部の説明を求めます。

森山会計管理局長 令和３年度大分県用品調達

特別会計補正予算について御説明します。

お手元の令和４年２月大分県議会定例会議案

（追加議案）の８２ページを御覧ください。

第５３号議案です。用品調達特別会計は、県

の機関で使用する消耗品や備品の調達事務を一

元的に行うために設けているものです。
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補正予算額は、歳入、歳出とも７，９２２万

８千円の減額です。

これは、産業科学技術センターの国庫事業不

採択等により備品購入費などが当初の見込みを

下回ったことなどによるものです。

次に、繰越明許費です。８５ページを御覧く

ださい。

事業名欄にある用品購入費１億３，９７５万

７千円の限度額の承認をお願いするものです。

これは、教育庁の新時代の学びを支えるＩＣ

Ｔ活用推進事業など、国庫の受入れに伴う補正

予算事業の繰越し等によるものです。

森委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑はありません

か。

〔「なし」と言う者あり〕

森委員長 別に御質疑もないので、これより採

決します。

本案は原案のとおり可決すべきものと決する

ことに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

森委員長 御異議がないので、本案は原案のと

おり可決すべきものと決定しました。

以上で付託案件の審査を終わります。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

森委員長 申し訳ありません。私から一つ要望

です。丁寧な説明をいただき、ありがとうござ

います。でき得ればですけれども、今後、委員

会レベルにおいては、もう少し詳細な説明資料

を付けていただかないと、ちょっと審議におい

て皆様がこのページ数ではなかなか見えない部

分もあるのかなと感じたので、今後、御検討を

お願いします。

それでは、これで各局関係の審査を終わりま

す。

執行部はお疲れ様でした。

〔各局退室、総務部入室〕

森委員長 これより、総務部関係の審査に入り

ます。

まず、第４２号議案令和３年度大分県一般会

計補正予算（第１３号）のうち、総務部関係部

分について、執行部の説明を求めます。

髙木財政課長 それでは、第４２号議案令和３

年度大分県一般会計補正予算（第１３号）のう

ち、歳入全般と総務部関係の歳出について御説

明します。

お手元の総務企画委員会説明資料の１ページ

をお開き願います。

資料冒頭にあるように、この２月補正予算案

では、国の補正予算を積極的に受け入れ、コロ

ナ禍における生活の維持と事業の継続、社会経

済の再活性化対策等に取り組むとともに、事業

執行に応じた所要の補正を行います。

まず、歳入全般について説明します。

お手元の議案書の１ページをお開きください。

第１条にあるように、今回の補正額は６５億６，

６１１万２千円の増額であり、これに既決予算

額を加えた累計は７，９２３億２，５６２万９

千円となります。

その主な内容について説明します。２ページ

をお開き願います。

表の一番上、第１款県税についてですが、右

から２列目、補正額欄にあるとおり１５９億円

の増額となります。

これは、新型コロナウイルス感染症の影響緩

和等により、第２項事業税が７８億８，５６４

万５千円の増加、また、第３項地方消費税も５

０億１，７８８万７千円と大きく増加したこと

などによるものです。

次の３ページ、中ほどの第２款地方消費税清

算金３３億５，０５４万円の増は、同様に、全

国ベースの地方消費税も個人消費の持ち直し等

により、他の都道府県から入ってくる清算分が

増額となるものです。

その下の第３款地方譲与税５７億２，６００

万円の増は、財源となる特別法人事業税の増に

より、国からの配分額が増加することによるも

のです。

次に、４ページをお開きください。上から２

行目の第５款地方交付税１６６億６，８６０万

６千円の増については、原資となる国税収入が
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大幅に増加したことに伴い、国の経済対策への

地方負担や、今年度の臨時財政対策債の償還あ

るいは発行抑制に要する経費等について、再算

定が行われ、追加交付したことによります。

一番下の第９款国庫支出金については、４６

億６，２４６万１千円の増となっています。

これは、新たなＧｏＴｏトラベルの実施に向

けた地域観光事業支援費補助金や、新型コロナ

ウイルス感染症緊急包括支援交付金の増等によ

るものです。

次に、５ページを御覧ください。下から２行

目、第１２款繰入金は１１０億７，８３３万８

千円の減となっています。

これは、県税収入の上振れや、人件費などの

義務的経費の減、執行段階での節約等により、

財政調整用基金を９３億円繰り戻すことなどに

よるものです。

６ページをお願いします。上から２行目の第

１４款諸収入は４０億６，９６３万７千円の減

となっていますが、これは、事業進捗等を踏ま

え、各種貸付金を減額したことなどが主な要因

です。

その下の第１５款県債については、災害復旧

費を含む公共事業の減などに加え、さきほど申

し上げた地方交付税の増額による臨時財政対策

債の発行抑制等により２４３億９，５００万円

の減となります。

今回の２月補正を加味した基金及び県債の残

高ですが、お手数ですが総務企画委員会説明資

料の１ページにお戻りください。

財政調整用基金残高は、下から３行目、財政

調整用基金繰戻しの右側に記載しているとおり、

３年度末の残高は３２０億円を見込んでいます。

また、県債残高については、その下のとおり、

３年度末で総額は１兆８９０億円、臨時財政対

策債等除きでは６，２０８億円となる見込みで

す。

以上が歳入全般についてですが、引き続き、

総務部関係の歳出について御説明します。

総務企画委員会説明資料の３ページを御覧く

ださい。

令和３年度２月補正予算案総務部歳出予算総

括表の表題、補正予算案（Ｂ）の一番下、合計

欄にあるとおり、今回の補正額は１６１億７，

６７２万５千円の増額となっており、これに既

決予算を加えた累計額は１，７７１億４，７５

３万１千円となります。

なお、今回の増額の主な要因は、税収見合い

交付金等の増や今後の財政需要に備えた基金積

立てなどによるものです。

次に、繰越明許費について説明します。

議案書の２６ページをお開きください。

（１）追加について、第１１款災害復旧費第

３項県有施設災害復旧費の県有施設等災害時緊

急対応事業費１，８３６万１千円は、１月の日

向灘を震源とした地震により被災した庁舎のひ

び割れ等への復旧工事に関して、年度内の工期

確保が困難なため、繰越しをお願いするもので

す。

２９ページをお願いします。

（２）変更について、第８款土木費第１項土

木管理費の県有建築物保全事業費は９億１，４

５２万７千円を追加し、累計で９億５，６３２

万円の繰越しをお願いするものです。

これは、県立総合文化センターの空調設備の

更新工事等において、新型コロナウイルス感染

症の影響により、資機材の年度内確保が困難と

なったことなどによるものです。

次に、債務負担行為補正について説明します。

議案書の３７ページをお開きください。

（２）変更分の１自動車税種別割納税通知書

作成等業務委託料は、令和４年度の自動車税納

税通知書の作成業務、また、２税務業務アウト

ソーシング推進事業は、令和４年度以降の法人

三税等申告情報入力業務等の委託について、そ

れぞれ本年度中に入札したものですが、契約額

が確定したことから債務負担行為の変更をお願

いするものです。

次に、令和３年度補正予算に関する説明書で

主な事業を説明します。

１２２ページをお開きください。第２款第２

項企画費第２目企画調査費についてです。

事業名欄ですが、一番下のおおいた元気創出

基金積立金５４億１，０９０万３千円の増額は、
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今年度の節約や事業執行残等により生じた財源

を、今後の財政需要に備え、積み立てるもので

す。

次に、１３２ページをお開きください。第２

款第３項徴税費第２目賦課徴収費についてです。

事業名欄の一番上、県税事務運営費２億６，

３５１万６千円の減額は、法人二税等の還付金

及び還付加算金が見込みを下回ったことなどに

よるものです。

次に、３０１ページをお開きください。第１

２款第１項公債費についてです。

表の右肩にあるように、４億５，０３４万６

千円の減額です。

これは、第１目元金が償還方法の見直し等に

より８億９２６万９千円の増、また、第２目利

子が借入利率が想定を下回ったこと等により１

０億１，７４３万５千円の減となったことなど

によるものです。

詳細については、次の第４３号議案大分県公

債管理特別会計補正予算の際に説明します。

次に、３０３ページをお開きください。第１

３款第１項積立金についてです。

事業名欄の一番下、県有施設整備等基金積立

金４４億９，９５８万５千円の増額は、今後の

県有施設の計画的な保全等に備え、積み立てる

ものです。

次に、３０４ページをお開きください。この

ページの第２項地方消費税清算金から、３１１

ページの第９項環境性能割交付金までについて

は、税収の増減に応じ、所要の補正を行うもの

です。

森委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑はありません

か。

森委員長 先に私から。歳入の分で議案の５ペ

ージ、第１１款の寄附金６，３４７万８千円の

増となっていますが、この寄附金の内容につい

て教えてください。

髙木財政課長 寄附の内容です。新型コロナウ

イルス関連で寄附を受けているのがあり、それ

が今のところ４１５万６千円ほどあります。た

だ、ちょっと額が大きいので、詳細については

後ほど調べてということでよろしいでしょうか。

森委員長 この寄附金の中に、ふるさと納税と

かが含まれるんですか。

髙木財政課長 ふるさと納税もこの中に含まれ

ています。

森委員長 では、後ほど詳細を教えてください。

堤委員 さっきの税務業務アウトソーシング推

進事業の関係ですが、３７ページの債務負担の

変更分。約９，８００万円を約８，４００万円

と若干下がってきているんだけれども、それは

なぜか。１番も一緒なんやけどな。それ分かり

ますか。

それと、アウトソーシングで申告内容の入力

とさっき言いよったね。それはどういう形で依

頼をするのか、それも含めて教えてください。

山口税務課長 なぜ下がったのかですけれども、

実際入札をして、契約額が確定したことで、設

計額より金額も下がっているためです。

申告内容の入力ですけれども、今、法人の関

係は全て大分県税に集約されていて、そこに電

子申告であれ郵送であれ、全部申告書が届くよ

うになっています。それを業者に出して入力を

してもらいます。電算システムによる入力作業

を業者に委託していると。当然、契約する際は

きちんと仕様書を示して渡しているので、業者

の責任で入力をしていただく形になります。

堤委員 限度額の方は分かった。

入力のことはいろいろ聞くんだけど、個人の

情報、法人の情報なんだけれども、内容が全部

分かるわね、経営状態も含めて。小さな法人か

ら大きな法人まで含めてね。情報管理というか、

その辺はどうなの。契約書上、多分そうしてい

るんだろうけれども、実際、過去に流出した事

故とか、何らかの不備があったとか、そういう

ケースはなかったの。

山口税務課長 過去にそういった情報漏えいと

いった事案は発生していません。基本的に申告

書が出てきて、添付資料も当然付いているんで

すけれども、入力をしたものは全て編綴して簿

冊にとじる。それをまた県に引き渡すというこ

とになっているので、その分の申告書を引き抜

くこともできないですし、実際、そういう情報
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が漏えいすることはないと考えています。

堤委員 情報漏えいしたら大ごとやけんな、そ

れは。これは、個人事業とかそういう部分も含

めて、どういうのをアウトソーシングしている

んですか。

山口税務課長 法人県民税、事業税の申告書と、

あと各種の届出書類になります。個人の関係は

委託はしていません。

森委員長 さきほど話があったんですけど、庁

舎の地震での被害はどの程度なのか、分かれば

教えてください。

樋口県有財産経営室長 今回の地震による主な

被害ですけれども、南部地方が中心になってい

ます。例えば、南部振興局の玄関ホールのタイ

ルのひび割れとか、保健所のコンクリートひび

割れ、それから豊後大野市にあるきのこグルー

プの壁面や天井の破損、こういったのがいくつ

かあります。県庁でも、免震の建物になってい

て免震との間に隙間をつくっていますけれども、

カバープレートを床と壁と天井に当てます。カ

バープレートが当たるようになっているんです

けど、そこが破損しているので、そこを補修す

るといった工事がいくつかあります。

森委員長 今回の補正予算に関して１点お伺い

します。

知事の提案理由の説明の中で、福祉保健部に

関連する事業だったと思いますけれども、中央

児童相談所の城崎分室に関する補正が上げられ

たと承知しています。これについて、会派説明

の中で説明がなかったので、私自身もどうして

かなという感じを受けました。今日、福祉保健

部の方で説明はあるかと思っていますけれども、

提案理由の説明で、知事の言葉の中にしっかり

項目を立ててありました。予算書にも掲載がし

っかりされています。私自身は、児童養護等に

関しても思い入れがあります。皆さんあると思

いますし、興味ある部分だと思います。今、現

場が非常に大変だということも皆さん承知して

いると思うんですが、これに関して事前の説明

がなかったのはどうしてなのかという思いが私

自身ありました。財政課から提供していただい

た資料の中にもなかったので、改めてこれにつ

いて見解を伺います。

髙木財政課長 城崎分室については、組織改正

で当初予算を発表したときに知事から組織をつ

くりますという発表がありました。基本的には

そちらが非常に重たいものだと思っていて、今

回補正に上がっているものについては、開所す

るための間仕切りだとか備品等購入費が主なも

のになっています。予算が出て組織が決まった

わけではなく、先に組織が決まって、その分に

ついては知事の方から発表させていただいて、

福祉保健部等から説明があっているのではない

かと考えていました。予算資料にはあくまでも

準備経費と考えていたので、上げていませんで

した。

ただ、新たに組織をつくって対応するものに

ついては大切なことですので、今回、知事の提

案理由の中には触れさせていただいたという経

緯です。

森委員長 今回の補正の枠はいくらだったのか、

確認します。

髙木財政課長 こども・家庭支援課の中の中央

児童相談所費ということで、補正額としては６，

４３２万円になっています。

森委員長 ありがとうございます。補正額６千

万円ということで、決して小さな金額ではない

し、提案理由の説明にもあったような重要事項

であったと考えています。これらの経費につい

て、もう少しまた後ほど、個人的にも伺いたい

と思っていますので、よろしくお願いします。

堤委員 髙木課長、さっきの説明の中で、やっ

ぱり提案理由の中に入れるんだから、たかが備

品という考えではなくてね。あれは私も結局、

補正予算の知事の提案を聞いて担当課に聞きま

した。それがなければ聞けない状況でした。だ

から、そういう立場として、ぜひ補正予算の説

明の中にやっぱり書くべきと。そのあたり十分

注意しながら判断したんだろうけれども、その

辺はちゃんとして、議員がこうした方がいいん

ではないかというのがあれば、ぜひ載せるよう

にしてください。

森委員長 そのほか、よろしいですか。

〔「なし」と言う者あり〕
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森委員長 それでは、ほかに御質疑もないので、

これで質疑を終わります。

なお、採決は本日最後の部局審査の際に、一

括して行います。

次に、第４３号議案令和３年度大分県公債管

理特別会計補正予算（第２号）について、執行

部の説明を求めます。

髙木財政課長 第４３号議案令和３年度大分県

公債管理特別会計補正予算（第２号）について

御説明します。

お手元の令和３年度補正予算に関する説明書

の３３１ページをお開き願います。

今回の補正予算額は、総括表の左から３列目

にあるように２億７，３８７万円の減で、既決

予算額からこれを減じた累計は１，３３５億３，

３９８万２千円となります。

その内容ですが、３３３ページをお開きくだ

さい。上から二つ目、第１目元金ですが、補正

予算額は８億９２６万９千円の増となっていま

す。

これは、新発債を借り入れる際、通常最初の

元金償還まで３年間の据置期間を取るところ、

今回は将来の利払い負担を削減するため利率の

低い据置期間なしでの発行額を増額したことな

どによるものです。

その下の第２目利子ですが、補正予算額は１

０億７６３万５千円の減となっています。

これは、今年度発行した県債の借入利率が想

定を下回ったことなどによるものです。

最後に、その下の第３目公債諸費については、

県債の発行にあたり証券発行方式で行う場合に

必要になる経費ですが、証券発行や手数料率が

想定を下回ったことに伴う手数料の減などによ

り、７，５５０万４千円の減となったものです。

森委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑はありません

か。

〔「なし」と言う者あり〕

森委員長 別に御質疑もないので、これより採

決します。

本案は原案のとおり可決すべきものと決する

ことに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

森委員長 御異議がないので、本案は原案のと

おり可決すべきものと決定しました。

以上で付託案件の審査を終わります。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

森委員長 別にないようなので、これで総務部

関係の審査を終わります。

執行部はお疲れ様でした。

〔総務部退室、企画振興部入室〕

森委員長 これより、企画振興部関係の審査に

入ります。

まず、第４２号議案令和３年度大分県一般会

計補正予算（第１３号）のうち、企画振興部関

係部分について、執行部の説明を求めます。

大塚企画振興部長 それでは、第４２号議案令

和３年度大分県一般会計補正予算（第１３号）

のうち、企画振興部関係について御説明します。

総務企画委員会資料の１ページをお開きくだ

さい。

左から３列目、補正額（Ｂ）の一番下、合計

欄にあるとおり、今回４億１，９２２万１千円

の増額をお願いするものです。

左から２列目、既決予算額（Ａ）の一番下、

８６億３３万１千円と合わせると、一番右下に

ある補正後予算額は９０億１，９５５万２千円

となります。

今回の補正は、新型コロナウイルス感染症の

影響で実施を見送った事業などの経費の減額の

ほか、県立総合文化センター天井耐震改修工事

にあわせた機能向上改修事業に対応するため大

分県立文化・スポーツ施設等整備基金への約５

億円の積立てや、また大分空港海上アクセス整

備事業のホーバークラフト発着地における防音

施設整備に係る経費などの増額をお願いするも

のです。

主な事業の詳細については、担当課長から説

明します。

藤川おおいた創生推進課長 おおいた創生推進

課関係の主なものについて御説明します。
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資料１ページの上から２番目、おおいた創生

推進課の欄を御覧ください。地域活力づくり総

合補助金の減２億２，４０４万５千円です。

これは、主に新型コロナウイルス感染症の影

響により、既に採択をしていた事業が補助事業

者から取り下げられたことや、相談のあった案

件が来年度に先送りされたこと等により、補助

金の不用額が発生したものです。

地域での活動が制限される中、振興局は感染

状況を見ながらの事業実施や、アフターコロナ

を見据えた環境整備等を観光協会や商工会議所、

地域づくり団体等に働きかけを行いました。そ

の結果、本年度実績は金額ベースでは低調なが

ら、実施件数は８０件程度になる予定で、コロ

ナ前の水準に近いものとなる見込みです。

今後も、振興局においては、事業実施と感染

症対策との両立を図りながら、地域の課題解決

につながる取組の掘り起こしを行い、補助金の

さらなる活用を促進します。

足立芸術文化スポーツ振興課長 芸術文化スポ

ーツ振興課関係の主なものについて御説明しま

す。

まず、資料２ページを御覧ください。美術品

等収集事業費１億５千万円の増額です。

県立美術館では、大分県とつながりの深い竹

工芸、豊後南画、日本画など、５，５００点余

りのコレクションを所蔵しており、県内文化芸

術の中心的役割を担っています。

そうした中で、昨年５月に、県立美術館を中

核とした大分県文化観光促進拠点計画を策定し、

竹等をテーマとした展示や体験コンテンツの強

化及び拡充を加速させています。

他方、県立美術館のコレクションの主要作品

にも寄託品があり、寄託品については寄託者に

よる急な購入打診があることから、時期を逃さ

ない購入の対応を求められる場合があります。

こうしたことを踏まえて、美術館の魅力向上に

つながる収蔵品の充実を図るため、美術品取得

基金により収集できる体制を整えるものです。

次に、３ページを御覧ください。大分県立文

化・スポーツ施設等整備基金積立金４億９，９

８１万４千円の増額です。

これは、令和５年度に予定されている県立総

合文化センター機能向上改修工事に向けて、必

要な金額を基金に積み立てるものです。

現時点でのスケジュールについては、令和４

年度に実施設計等の準備を行い、令和５年度に

機能向上改修工事を実施する予定です。

なお、Ｗｉ－Ｆｉ工事については実施設計が

不要で、休館中でなくても対応できることから、

来年度実施したいと考えています。

令和５年度の具体的な工事内容については、

ユニバーサルデザイン化として、グランシアタ

の女性用トイレの拡充、施設の競争力向上に向

けては吊物機構操作盤のデジタル化等のほか、

設備の刷新では舞台面の研磨や幕類等の更新に

ついて検討しています。

最後に、４ページを御覧ください。総合文化

センター・県立美術館管理運営維持体制持続化

事業費７，７６１万３千円の増額です。

これは、利用料金制により指定管理を行って

いる総合文化センター及び県立美術館を安定的

に運営するため、新型コロナウイルス感染症の

影響による施設利用の大幅な減少により生じた

両施設の指定管理委託料の不足分を負担するた

め増額するものです。

令和３年４月から令和４年３月までの利用料

金収入を対象に、指定管理の基本協定に基づき、

直近３年間の収入の平均と収入の実績を比較し、

その差額を負担します。

遠藤交通政策課長 大分空港海上アクセス整備

事業費について説明します。

まず、資料５ページを御覧ください。

資料下段にある今後スケジュール予定に黒枠

囲みしているとおり、令和４年度当初予算とし

て、ターミナル建設や港湾施設工事など発着地

整備のための予算を今定例会に提案しています。

当初予算を議決いただけたら、大分空港側と西

大分側の両発着地において、令和４年度からホ

ーバークラフト運航のための施設設備の工事に

着手していきたいと考えていますが、大分空港

側には、航走路に近接して集落があるので、地

元住民の方々の要望も踏まえ、航走路などの工

事に伴う騒音の影響を軽減する観点から、年度
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内に先行して防音施設の工事に着手するための

予算を、赤枠囲みのとおり２月補正予算でお願

いするものです。

詳しくは、資料６ページを御覧ください。

ホーバークラフトからの発生音及び水しぶき

並びに発着地整備に伴う騒音の拡散を防止する

ため、令和４年度から実施する予定の発着地整

備にさき立ち、大分空港側の防音施設の整備を

一部先行して実施します。

新型コロナウイルス感染症の県内感染拡大の

影響によって、なかなか地元説明会を開催でき

ない時期が続いていましたが、昨年１２月まで

に地元との協議が整ったので、防音施設工事を

先行実施するための予算として１億５，８４０

万円を２月補正予算に計上しました。

当該補正予算により先行実施する箇所は図面

の赤線部分であり、ホーバークラフトの航走路

に沿って約９０メートルにわたり高さ７メート

ルの防音壁を設置します。先行して防音壁を設

置することにより、令和４年度に着手予定の航

走路や散水施設などの工事に伴う騒音の周辺地

区への影響を軽減できるものと考えています。

次に、公共交通活性化促進事業について説明

します。

まず、資料の７ページを御覧ください。

これは、バス事業者が行う感染防止対策を支

援するため、非接触モバイルチケットサービス

の導入等に対して補助するものです。

資料左の非接触モバイルチケットサービスの

導入は、バス利用者が自身のスマホアプリから

乗車券を購入し、発券されたモバイルチケット

を用いてバスの乗降確認などを行えるようにす

ることで、接触販売等による感染リスクを防止

するものです。

資料右のリアルタイム混雑情報提供システム

は、乗降センサー等によりバス車両内の混雑情

報を把握し、バス利用者に情報提供することで、

自主的な判断で混雑を回避できるようにするも

のです。

次のページをお願いします。

この資料は、国の補正予算の資料となります。

資料左下の枠にあるように、国では、新型コロ

ナウイルス感染症の影響を受けた既存の補助路

線を維持するため、欠損額の増大に対する支援

として、補助要件の緩和を行うこととしていま

す。県としても、国と協調して補助要件の緩和

を行い、既存の路線維持に係る補助を増額した

いと考えています。

次に、お手元の追加議案書の１５ページをお

開きください。繰越明許費について説明します。

一番目の大分空港海上アクセス整備事業費２

億２０２万３千円です。

これは、さきほど説明した令和３年度２月補

正予算において実施予定の防音施設整備のため

の工事費１億５，８４０万円について、本年９

月までの工期を予定していることから、全額翌

年度に繰り越すことに加え、西大分における用

地補償費のうち、物件の移転を要するものにつ

いては、翌年度、所有者が代替地を整備して移

転を完了した後の支払となることから、４，３

６２万３千円を翌年度に繰り越すものです。

次の公共交通活性化促進事業８，２１９万１

千円です。

これは、各交通機関の特色をいかした旅行商

品等の企画と販売を支援してきましたが、１月

以降の県内外における感染拡大により、事業の

一時停止を余儀なくされ、年度内の完了が困難

となったことから一部を繰り越すものです。

森委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑はありません

か。

堤委員 例の防音壁で高さ７メートル、長さ９

０メートル。７メートルは結構高いと思うんだ

けれども、大体、音の低減はどれぐらいできる

の。１００％ではないと思うんだけれども、そ

の辺、何か測定した結果があるのかどうかが一

つ。

さっきの説明の中で、バスの件。これは今で

も電子マネーをモバイルに取り込んでタッチ決

済できるよね。それをわざわざチケットを購入

して、チケットのＱＲコードでやるというのは

新たな設備になってしまうのだけれども、今の

電子マネーの方がいいのではないか。今でも使

えるわけだから。何でわざわざこういう形をす
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るのかという方針を教えてください。

遠藤交通政策課長 一つ目のホーバークラフト

の防音壁の関係です。

空港側の騒音については、我々調査をしてお

り、航空機の騒音防止のための基準があります。

こちらを流用する形で測定していて、今回、赤

色で施工予定の防音壁を建てることでその基準

をしっかりと守れることを確認した上で、必要

な長さと高さの整備を予定しています。こちら

は７メートルと少し高いところもあるんですけ

れども、航走路は普通のところよりも３メート

ルから４メートルぐらい低いところにあり、ま

た、後背地は植林がされている関係で、景観上

もそこまで大きな問題はないかなと思っていま

す。その点も含めて、地元の地区の方にも説明

をして、御理解と御協力を得られるということ

になっています。

二つ目ですが、こちらは空港線に今回、モバ

イルチケットを入れると。今のＩＣカードも確

かにできるんですけれども、空港線の場合は２

枚券とか４枚券だと割引が利きますけれども、

ＩＣだとなかなかそこまでの割引が利かないと

ころもあります。なので、今回の事前のクレジ

ット決済のＱＲコードだと、しっかりと割引が

利いた形でもできます。そういうメリットもあ

るので、ＩＣでもちろん構いませんけれども、

より利便性があると考えられるかと思っていま

す。

堤委員 実際それが導入されて、購入するとき

に、アプリか何かダウンロードして買うの。

遠藤交通政策課長 詳しいところはまたバス会

社からプレスリリースがあると思うんですけれ

ども、簡単に言うと、ＬＩＮＥアプリを通じて

購入ができるように考えていて、ホームページ

からＱＲコードを読み込むか、又はＬＩＮＥア

プリから検索いただいて、公式サイトに飛んで、

そこから購入できるサイトが立ち上がるので、

そこでクレジットカードを登録いただければ、

チケットレスで購入ができるようになると思い

ます。

３月中に導入されるようになっていくと思い

ますので、またバス会社から詳細な説明がある

と思います。

浦野委員 私はアプリに関して、今度は２のリ

アルタイム混雑情報提供システムで、これはあ

れば便利だと思うんですけれども、実際バス利

用をされている方で、例えば、今もバスどこ大

分とか、バス関係のインターネットサービスは

あるんだけど、どれだけ利用されているのかな

と。バスに乗る方は、まず学生か高齢者という

イメージがあるんですけれども、果たして高齢

者の方がこれをどれだけ活用できるのかは正直

分からない部分があるんですが、バスを主に利

用している層に対してどれだけメリットがある

か考えているのか、そのあたりもうちょっと詳

しく教えてください。

遠藤交通政策課長 今回のこのリアルタイム混

雑情報提供システムは、基礎になる、バスどこ

大分というアプリがあり、リアルタイムでバス

がどこを走っていて、何時に到着するか分かる

サイトがあります。そこに今回この情報をプラ

スアルファで見られるようにする取組です。

委員が御指摘のとおり、やはりスマホを使っ

て見るとなると、どうしても高齢者の利用が、

ほかと比べてなかなか難しいのが課題の一つだ

と思っていますけれども、観光客だとか、イン

バウンドの方を含めて、学生等の利用も我々し

っかり促進していかなきゃなという問題意識は

あります。パーセンテージというのは、なかな

か把握はしていませんが、しっかりバスどこ大

分の存在を、バス会社とも一緒にこれからさら

に周知を強化していかなきゃいけない、一つの

課題だと思っています。

浦野委員 分かりました。バスを利用されてい

る方が、もっとこのシステムが使えるような広

報なり周知という仕組みが必要なのかなと思う

のと、例えば、バス停とかにそういう表示があ

るところもありますよね。次のバスがここまで

来ていますだとか、大分駅もありますけれども、

そういうものと連動して、次に来るバスはこれ

くらい混んでいるといった情報もあわせてでき

ないかなと。そういうところとつなげていくと

いうことは今後考えられているでしょうか。

遠藤交通政策課長 正しく今、委員がおっしゃ
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ったような、そういう情報を今回この携帯で見

られるようになると。今、大分駅にあるような

情報と、この携帯で見られる情報は同じものが

見られるということです。

やはりこれを周知していくことで、各バス停

にＱＲコードを置いたりして、しっかりとこの

サイトを、初めて来た人にも使える取組を今も

やってはいるんですけれども、もっとさらに促

進していくように、しっかり考えていかなきゃ

いけないなと思っています。

森委員長 私から１点、政策企画課に関連する

補正予算です。

減が７，３１２万７千円、東京事務所運営費

の減６，３００万円とあります。東京事務所及

び大阪事務所と先日、オンラインでの調査をし

て、委員の皆様からもオンラインだったけど、

非常に有意義だったと、また、状況もよく分か

ったという話もお聞きしています。この補正予

算について、ちょっと補足をお願いします。

石井政策企画課長 今回の２月補正に関して、

東京事務所運営費の６，３００万円の減を計上

しています。これは大きく二つあり、一つは工

事請負費の減、それから使用料賃借料の減です。

工事請負費の減については、当初予算で組ん

だときに、今入っている都道府県会館と、それ

から、県の工事の負担というのを決めていたん

ですけれども、空調工事については協議の結果、

都道府県会館が負担するということで、その分

が約４，２００万円の減となったものです。

それから使用料賃借料については、事務所の

移転に係る経費のうち、旧事務所の分を１２か

月で見ていましたけれども、御案内のとおり、

１２月に移転したので９か月分でよくなったの

で１，６００万円の減となりました。

森委員長 そのほか、ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

森委員長 ほかに御質疑もないので、これで質

疑を終わります。

それでは、本案のうち本委員会関係部分につ

いて、さきほど審査した各局及び総務部関係を

含め、一括して採決します。

本案のうち本委員会関係部分については、原

案のとおり可決すべきものと決することに御異

議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

森委員長 御異議がないので、本案のうち本委

員会関係部分については、原案のとおり可決す

べきものと決定しました。

以上で付託案件の審査を終わります。

次に、執行部から報告の申出があるので、こ

れを許します。

①について、説明をお願いします。

遠藤交通政策課長 大分空港・宇宙港将来ビジ

ョン検討部会の進捗報告及びコンセッション導

入可能性調査の結果について説明します。

まず、大分空港・宇宙港将来ビジョン検討部

会の進捗状況について報告します。

資料の９ページを御覧ください。

大分空港は、本県唯一の空の玄関口であり、

経済活動、観光振興、関係人口の増加など、本

県の発展を支える重要な交通基盤です。これか

らのポストコロナにおける社会経済の再活性化、

また、本県の地方創生を加速させるためには、

この人の流れの拠点である大分空港の魅力を高

め、いかに活性化させていくかが重要だと考え

ています。

そこで、これから大分空港が目指すべき将来

像を明確にし、関係者が一体となって、その実

現に向けて戦略的に取り組むことができるよう、

令和３年１０月に、県内の経済団体、観光団体、

交通事業者、有識者等から成る大分空港・宇宙

港将来ビジョン検討部会を大分空港利用促進期

成会に設置し、現在、将来ビジョンの策定を進

めています。

直近では、令和４年２月１０日に第３回検討

部会を開催し、第１回、第２回での意見交換等

を基に、大分空港のさらなる発展のために取り

組むべき施策の方向性として、航空ネットワー

クの拡充、アジアと宇宙をつなぐ宇宙港の実現、

空港アクセスの改善・拡充、空港機能の拡充及

び魅力向上、戦略的な空港運営の五つの項目に

分類して具体的な内容等について議論していま

す。

資料の１０ページを御覧ください。
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また、将来ビジョンの策定にあたっては、目

指すべき将来の乗降客数の目標を設定し、関係

者が一体となり、その目標達成のために取り組

んでいくことが重要と考えています。

そこで、例えば１０年後に約２６０万人を目

指すのはどうか等、定量的な目標設定に向けて

委員の皆様の意見をいただきながら議論してい

ます。

今後も引き続き、精力的に議論を行いながら、

令和４年６月頃をめどに、大分空港利用促進期

成会として、案を取りまとめたいと考えていま

す。

次に、大分空港へのコンセッション導入可能

性調査の結果について報告します。

資料の１１ページを御覧ください。

まず、簡単に今までの経緯等について説明し

ます。現在、大分空港は、アジア初の水平型宇

宙港の実現や、海上アクセスとしてのホーバー

クラフトの導入など、新たにドリーム・ポート

・おおいたとして生まれ変わろうとしています。

そこで、これらのプロジェクトをはじめ、大

分空港のさらなる活性化を強力に推進するため、

民間事業者による戦略的な一体経営を可能とす

るとともに、民間の資金やノウハウを最大限活

用することができるコンセッション方式の導入

について検討を実施しています。

令和２年４月に、国に対してコンセッション

導入可能性調査を依頼していたところですが、

今般その結果について報告があったので、説明

します。

資料の１２ページをお開きください。

民間ヒアリングにおいては、観光資源の豊富

さなど、大分県のポテンシャルが高く評価され、

コンセッション事業への参入について関心が高

いとする回答が多くありました。

一方で、新型コロナウイルス感染症等の影響

等により、事業の将来性等を懸念する回答もあ

ったことから、以下の３点については、今後、

国が引き続き検討を実施するとなっています。

具体的には、①、②に記載のとおり、独立採

算型の事業スキームだけでなく、国が費用の一

部を負担する混合型の事業スキームも含めて、

さらなる検討を行うとともに、コロナ禍のよう

な極端な需要変動リスクについては、国と運営

権者で適切に分担するスキームを作っていく必

要があります。

また、③の宇宙港については、新たな空港利

用者の増加や地域活性化等が期待される一方、

空港運営に与える影響を判断するため、十分な

情報提供を求める回答もあったことから、今後、

宇宙港としての運用が空港運営に与える影響に

ついて整理が必要とのことでした。

国の調査結果では、この３点について整理で

きればコンセッション事業が成立する可能性が

十分あると考えられることから、県としてもコ

ンセッションの導入について、国における議論

をしっかりと注視しながら、引き続き検討を行

っていきます。

森委員長 以上で説明は終わりました。

何か質疑はありませんか。

玉田委員 コンセッション導入の関係で、一番

最後のところですね。気になるのは、やっぱり

宇宙港としての運用が影響しているというとこ

ろで、整備すると書いていますけど、大体整備

にどれぐらいの期間がかかる見通しなのか、教

えてください。

遠藤交通政策課長 宇宙港については、ヴァー

ジン・オービット社に加え、先日のシエラスペ

ース社の話も今回ありました。こちらは今、外

務省も含めて米国との調整だとか、国内法の整

理をしているというところでして、なかなかオ

ープンにできる状態にはなっていなくて、我々

も情報提供が十分できていません。まだ具体的

にいつぐらいまでと明確にお答えできる段階で

はないんですけれども、しっかりとそちらの整

備は行いつつ、必要に応じてコンセッションを

導入する上で、どういう影響があるかの整理も

同時並行にしっかりとやっていきたいと思って

います。

森委員長 そのほか、ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

森委員長 ほかにないようなので、これで諸般

の報告を終わります。

この際、ほかに何かありませんか。
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〔「なし」と言う者あり〕

森委員長 別にないようなので、これで企画振

興部関係の審査を終わります。

執行部はお疲れ様でした。

〔企画振興部退室〕

森委員長 これより内部協議に入ります。

お別れ懇談会について協議します。

〔協議〕

森委員長 状況を見ながら、決まり次第、皆さ

んには御連絡します。

次に、前回提案した臼杵の食文化の調査の件

ですけれども、３月１８日の午前中に勉強会を

したいと思いますが、いかがでしょうか。

〔協議〕

森委員長 それでは、３月１８日の１１時から

１時間程度で設定したいと思います。

詳細は決まり次第、皆さんに御連絡します。

この際、ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

森委員長 これをもって本日の委員会を終わり

ます。

お疲れ様でした。


